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主機建設等

環境アセス（32ヶ月） 主機建設等

▲着手2014.2
▲2020.7 
東京五輪

一般的な環境アセス（51.5ヶ月）

作成

作成

作成

審査

審査

通常

審査

国による審査迅速化（15日）

前倒し実施

着手前倒し（2ヶ月）



 
三位一体の協力により環境アセス期間の大幅な迅速化を図り（51.5→32ヶ月）、経済再生･雇用創出に

 つながる早期の建設着工や、東京オリンピック・パラリンピックにあわせた運転開始を目指す。

作成 審査

事業者による

 
調査前倒し実施（約1年）

事業者による

 
図書作成期間短縮（約1ヶ月）

県による審査前倒し（30日）

国による審査迅速化

 
（70日）

県による審査前倒し

 
（45日）

国の審査迅速化（20日）

県国

事業者

４．関係各所にお願いして実現したい福島復興策

 ・環境アセスメント迅速化 別 紙
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